
 

歴史総合・世界史探究 

名大入試において難度が高いのは、350～450 字の「長文論述」をはじめとする「論述問

題」である。ただし、それ以前に「語句問題」ですらできていない受験者があまりにも多い。

解答・解説を見れば明らかであるが、「語句問題」は基本問題である。このレベルの問題で

つまずいているようであれば、早急に教科書内容の習得に努めてもらいたい。 

問題Ⅰ＜日清戦争前後の朝鮮半島の情勢＞ 

2025 年度以降、問題Ⅰは「歴史総合・日本史探究」と「歴史総合・世界史探究」の共通

問題が、出題されている。 

2025 年度は、手塚治虫の漫画『一輝まんだら』を題材に論述する問題、2026 年度は、ビ

ゴーの風刺画を参考にしながら「イギリスから見て日露戦争がどのような戦争だったか」を

論述する問題であった。 

本問は、これらに共通するテーマである 

・近代の戦争に関連した設問（歴史総合分野） 

・漫画や風刺画を題材としている 

という点を踏まえて作問している。 

 

本問における風刺画は、ビゴーの『魚釣り遊び』（Une partie de pêche)で、日清戦争前後

の朝鮮半島の情勢を描いたものとして知られているが、風刺画の中でかなり有名な部類に

入り、内容も捉えやすい。また、指定語句（義和団戦争・中国分割・下関条約・戊戌の変法）

は教科書レベルであり、風刺画を参考にすれば、論述の方向性は明確で、比較的解きやすい

問題と言える。それにも関わらず、解答の途中で終わっている答案も多く見受けられたのは、

論述問題に対する準備不足である。自分の答案を確認し、それに該当する受験生は猛省して

もらいたい。 

 

名大の「地歴」の試験時間が 90 分であることから、問題Ⅰの「長文論述」に充てられる

時間は、長くても 20～25 分程度である。したがって「20 分以内」という制限の中で練習

し、さらに、独りよがりの答案にならないよう、添削してもらうことも必要である。 

 

 

 

 



問題Ⅱ＜近代ヨーロッパ・アメリカの「政治権力」＞ 

名大入試では、本問のような「史料」を用いた問題が増加傾向にある。2026 年度入試の

問題Ⅱにおいては「ペロポネソス戦争」に関連する 3 つの文章・史料が出題され、問題Ⅲで

は「漢書」の中から「前漢時代後期の中国西南辺境経営」に関する史料が出題されている。

今後もその傾向は続くと思われるため、最低限、教科書・図説・資料集に掲載されている史

料については、十分に内容を理解しておく必要がある。 

本問は問題Ⅰと異なり、文字数の制限がないが、求められている答案が正しく作成できれ

ば、それ相応の文字数になるはずである。ところが問 2～4 までいずれの設問でも、2～3 行

で終わっている解答が多く見られた。常識的に考えれば、「2～3 行では文字数が足りていな

い」ことは、解答欄の大きさからわかり「必要な内容が書かれていない・足りていない」と

いう結論に達するはずである。そういった点も含め、詰めの甘さが見られる答案が多かった。 

 

問題Ⅲ＜清の康熙帝時代の税制＞ 

名大入試の世界史において「中国史」は頻出である。ヨーロッパ 2 題・アジア 2 題という

出題パターンが多く、アジア 2 題のうち 1 題は「中国史」からの出題となることが多いた

めである。（2025 年度は、アジア 2 題とも中国史であった。） 

 

本問は、清の康熙帝時代の税制に関して出題しているが、問 4～6 の論述問題は、いずれ

も「説明」であり、難度は高くなく、むしろ、基本問題と言える。論述問題において難度が

高いのは、問題Ⅰのような「長文論述」や名大入試 2026 年度問題Ⅲ・問 5 で出題されてい

るような「・・・・歴史的背景をふまえて説明しなさい」とか、同じく問題Ⅲ・問 3 のイ）

のような「・・・・なぜそのような事態が生じるのか考察しなさい」というタイプの問題で

ある。「説明」問題ができていないのは、明らかに「論述問題」に対しての練習不足である。 

「説明」以外の論述問題においては、出題者の「指示通り」に（歴史的背景をふまえてい

るか？単なる説明ではなく考察できているか？）答案を作成できているかという点が重要

である。問題文の中の「指示」の見落としは、それが重なると大きな失点につながる可能性

があり、普段の学習から注意しておきたい。 

 

 

 

 

 

 



問題Ⅳ＜16 世紀前後のイスラーム世界の広がり＞ 

本模試において「論述問題」以外の出題が最も多かったのが、この問題Ⅳである。配点は

49 点中、論述が 35 点分、それ以外（人物名や国名を答える問題）が 14 点分である。もち

ろん、論述問題の配点の方が高いが、それ以外の人物名等を答える問題は、基本問題であり、

14 点分とはいえ、絶対に落としてはならない。ここで落とすと大きく差をつけられてしま

い、合格が遠のく。基本問題を解く際には、常に、この意識を持つべきである。 

しかし、論述以外の問題で、「誤答」ではなく、そもそも何も書けていない答案もあった。

このレベルの問題で何も書けないのは、明らかに勉強不足であるため、早急に改善してもら

いたい。 

                                     


